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　本年（昭和44年）は，旭川市の『木工団地を調査し
た。旭川市は北海道のほぼ中央に位し，背景に北海道
の屋根といわれる大雪山系を有し，林産資源が豊富で
ある。その立地条件を利用して大規模な国策パルプ株
式会社の工場があるが，製材業や木工業などももちろ
ん行なわれている。
　ここで問題を限定し，木工業のみに関していえば，
現在の木工団地が出現する前はほとんどが従業員10人
前後の小規模零細規模のものばかりで，しかも市内各
地に無統制に散在しなんらまとまりがなかった。事業
組合や親睦組合はあるのだが，各業者間には社会性や
協調性が乏しく，たえず相互の利害対立を生じ，業界
．全体としての発展的な意見や進歩的な考えの出現は期
待できなかった。
　しかし，昭和30年に始まる日本経済高度成長の波は
旭川木工業界にも波及していた。もう従来のようなた
んなる家具職人的生産体制では，旭川木工業界の発展
は望めなくなってきた。いまや時代は変ろうとしてい
る。家具産業近代化のためには新しい組織のもとにみ
んなが結集して合理化・機械化・量産化体制に乗り出
さざるを得なくなってきた。
　そうした事情を背景に，旭川市で家具卸問屋を経営
している北島吉光氏の頭の中には旭川木工集団の構想
が芽生えていた。中小企業近代化政策のひとつとし
て，政府は企業集団化の事業を昭和36年から開始して
いるが，北島氏はそれより6年も早い昭和29年10月に
すでにその構想を持っていたことは，私にとっては驚
．きであった。
　しかし自分の利益や生活のことしか考えていない中
小企業経営者の欲求を集団化の中でいかにして生かす
か。それにはまず集団に参加する入達の人間性に関す
る鋭い観察と，それらの人達の社会に関する広くて深
い研究が基底になければなるまい。北島氏はいう，
・「理解するのに困難なのが，中小企業の人々の心理状
態である。一一しかしひとつわかりやすいものがあ
る。それはきわめて自己本位であり，利害について，
するどい触角をもっているということである。陽気な
性格と陰気な性格が，たえず同居しており，1人1人
で生きていることだ。ときに強く団結するが，その中
心になっているものはミ利害という観念ミである。ど
うして，こうも複雑にするのかということを考えてみ
ると，割合に簡単に答えのでることがある。それは
NX烽ﾆいう物質ヤにつながっていることである」と。
　こういうことについての基礎研究を無視した集団化
計画は多分うまくいかないだろう。だから自分自身が
経営者となり，かつ集団の指導的立場に立って苦労し
経験をしてみるのが最良の研究方法であろう。その実
践を通して得た豊富な材料と豊かな思索とをもって実
践理論を打ち出すなら，これは実際の集団化事業を指
導するに当っても大いに役立つにちがいない。
　北島氏の構想は昭和32年に「旭川木工集団」として
具体化し，翌33年にはそれが官製集団化とはちがっtc
ユニークな集団化事業として現実に発足し，34年から
は全国の中小企業経営者が団体で見学に来るようにな
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個 入 研 究
り，中小企業庁の係官も毎年見学に来るようになっ
た。しかし，その過程は悪戦苦闘そのもので決して平
坦なものではなかった。
　昭和44年私が調査に出かけた時点でいうと，この集
団化事業も各メーカーが力をつけてきたことによって
ひとつの転期にさしかかっているように思えた。しか
し中小企業集団化のパイオニアとして新しい道を開い
た北島氏の業績は高く評価し得るであろう。
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